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ようこそ融合理工学系へ
（本日の内容）

• 教員紹介
• 自己紹介
• 融合理工学系の教育理念
• カリキュラムと時間割
• 新型コロナウィルス対策
• 掲示板／学内向けウェブサイト
• TSEラウンジ／ロッカー
• 倫理教育
• グローバル理工人育成コースの案内
• B2D特別選抜の案内
• 写真撮影



教職員

主担当

• 教授 20名

• 准教授 19名

• 特任講師 2名

• 助教 16名

• 特任助教 1名

• 事務職員
(石川台4号館 104号室)
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• 新2年生 56名

– 日本人 26名

– 留学生 18名

– GSEP 12名

学生

• 総数（1年生除く）

165名

– 日本人 84名

– 留学生 41名

– GSEP 40名 教員一覧（副担当含む）
https://educ.titech.ac.jp/tse/

学生と教員の構成（2022.4.1現在）

https://educ.titech.ac.jp/tse/


融合理工学系の目標
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融合理工学とは，理工学の体系を俯瞰的に理解しながら，その枠にとらわれず，

国際社会全体が抱える複合的問題の解決に寄与するための超域的学問。

複数の学問分野を横断する学際的アプローチにより，多様化かつ複雑化した社

会の問題解決を試みる

「超学際研究 (Transdisciplinary Research)」
という新しい教育研究分野の確立を目指す。

n一つの学問体系 (Discipline) では解決ができない課題

⇒ Transdisciplinary

n一つの国・地域では解決できないグローバルな課題

⇒ Global Engineering



身につく力

広い分野に応用できる基礎能力
• 論理的・数学的な思考力・解析力
• 物理現象・自然現象に対する理解力
• 汎用的な計測技術・計算技術

既存の学問分野にとらわれない応用能力
• 与えられた問題を適切な手法で解決できる能力
• 新たな技術・価値・概念を企画・提案・試行する能力
• システムを理解し、運用する能力

グローバルエンジニアとしての人間力
• コミュニケーション能力
• 社会的責任感・倫理観
• 自主性・行動力
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Q1-4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14 Q15 Q16

あらゆる理工学分野に
共通する基盤的科目

（必修）
数理基礎群（日英選択）
工学基礎群（日英選択）

プロジェクトベースの
実践的科目
（必修）

共創基盤群（英語）

学びを
主体的に
デザイン
した

選択科目群

3年次4Qで
研究室所属

総合力・専門力
を磨く

学士特定課題研究

１
年
次
科
目

融合理工学系での学び

特定
課題
プロジェク
ト

特徴
1. 日本人と留学生の共同学習環境：国際人材育成プログラム（GSEP）の
留学生とともに学ぶ．http://www.tse.ens.titech.ac.jp/~gsep/

2. 英語による学びの機会：必修講義は同じ内容を日本語と英語で提供．

http://www.tse.ens.titech.ac.jp/~gsep/


カリキュラム（2021年度版）
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時間割と履修上の注意
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時間割（学内向けウェブサイト）：

http://www.tse.ens.titech.ac.jp/ja/informationb/

• できる限り，推奨時間割に沿って履修すること。
• 他系の200番台専門科目も履修可能。ただし，3年次で

の履修推奨しているため，融合理工学系(TSE)の200
番台科目を優先すること。

• 新型コロナウイルス感染拡大による影響で，変更される
可能性があるので注意すること。

• 学士特定課題研究の所属研究室は，成績順（GPT）で
決定する。詳しくは3年生オリエンテーションで説明。

http://www.tse.ens.titech.ac.jp/ja/informationb/


l対面型
- 対面方式で実施する授業です。

lライブ型
- Zoom 等を用いて実施するオンライン授業です。

lハイフレックス型
- 対面型，ライブ型を同時配信する授業です。

lオンデマンド型
- オンデマンド方式で実施する授業です。

lブレンド型

- 対面型，ライブ型，ハイフレックス型，オンデマンド型を
組み合わせて実施する授業です。大まかな実施形態
は時間割表の備考に記載があります。

授業形態

学士課程授業時間割表
https://www.titech.ac.jp/student/students/life/undergraduate-timetables
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専門科目群 • 国際開発共創科目群
•社会環境政策科目群
•資源・エネルギー工学科目群
• 地域・地球環境科目群
• エンジニアリングデザイン科目群
•原子核工学科目群

系の学問領域の深化 • 地球環境共創コース

複数の系の複合領域 •原子核工学コース
• エンジニアリングデザインコース
• エネルギーコース

融合理工学系の大学院コース

専門科目の構成と大学院
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新型コロナウイルス対策
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• 相談があればアカデミック・アドバイザーに連絡する。アカデ

ミック・アドバイザー（主）（副）は，ポータルサイトから確認。

• 大学からの最新情報は下記リンク先を随時確認

「新型コロナウイルス新入生・在学生向け情報」

https://www.titech.ac.jp/enrolled/health/coronavirus.html

• 講義担当教員からの連絡を確認すること。
• 期末試験は対面で実施する講義がある。
「各クォーターの補講・期末試験期間では，対面による期末試験が適し
ている授業科目については，可能な範囲で対面での期末試験を実施す
る予定」。

https://www.titech.ac.jp/enrolled/health/coronavirus.html


掲示板
大岡山南6号館南側玄関内

学内向けウェブサイト
http://www.tse.ens.titech.ac.jp/ja/
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• 融合理工学系所属学生への連絡。
• 時間割の最新情報はこのウェブサイトで確認。
• 発表会等のアナウンス。

http://www.tse.ens.titech.ac.jp/ja/


TSEラウンジ／ロッカー

• グループミーティング，自習などのために活用してください。
• ゴミ箱は設置していません。ゴミは必ず持ち帰ってください。
• 整理整頓を心掛けてください。
• 住宅地に隣接しているので，大声で騒がないでください。
• 利用にあたり、配布する誓約書を読んでからサインしてください。
• 入室する際に必要なナンバーキーをお知らせします。
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N S
W

E 大岡山南6号館

入口通り抜けできない

詳細は後日メールで案内



環境・社会理工学院における倫理教育

• 東京工業大学では、2019年度より研究倫理教育
を実施

• 環境・社会理工学院では、以下の学修・教育目標
に向けて、レベルごとの科目履修とオンライン教
育を強く推奨

• 研究倫理に関する学修・教育目標
1. 学術における誠実性

2. 研究者の役割と社会的責任

3. 責任ある研究活動

4. 法令の遵守
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倫理教育のレベルと科目

• レベル1： 学士課程1年次から学士課程3年次（学士特定課題研究開
始前）

• レベル2： 学士課程4年次（学士特定課題研究開始後）から修士課程
• レベル3： 博士後期課程
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レベル1は文系教養科目・初年次専門科目等で開講される研究倫理に関する科目の履
修を中心に学修を進める（◎は必修科目）。

教養科目
◎東工大立志プロジェクト（LAH.C101）
〇科学技術倫理A，同B，同C（LAH.T105，T206，T305）
〇科学・技術の最前線（LAS.F101）
専門科目
〇科学・技術の創造プロセス【環境・社会理工学院】（XES.P101）
〇環境・社会理工学院リテラシ（XES.A101）
◎研究プロジェクト（TSE.Z381）



グローバル理工人育成コース
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初級と中級
英語外部試験補助・英語eラーニング・海外渡航補助などの特典
融合理工学系の教育方針とも整合

http://www.ghrd.titech.ac.jp/

http://www.ghrd.titech.ac.jp/


段階的なコースの構成
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初級・中級におけるプログラム



B2D特別選抜

別紙
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顔写真の撮影

• 融合理工学系学生の顔写真表の作成

– 目的：教職員が所属学生の顔と名前を一致させる
ため。

– 配布範囲：融合理工学系教職員のみ。
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